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本研究では、初等養育のマニュアルである“The Elementary School Learning Commons: 
A Manual”の分析から日本の中学・高等学校の教育支援のプロセスを検討する。その理由















































司書教諭は「『学校図書館司書教諭講習規程』による科目（5 科目 10 単位）を履修した
教員で、任命権者によって司書教諭として発令を受けた教員」14)と『図書館情報学用語辞
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グ・コモンズの活動内容を学校におけるラーニング・コモンズの提唱者である Loertscher












































３. “The Elementary School Learning Commons: A Manual”の概説
３.1“The Elementary School Learning Commons: A Manual”の目次














“The Elementary School Learning Commons: A Manual”の九章では教師とラーニン
グ・コモンズのサポート要員の指導について述べている。
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まず、学校経営におけるラーニング・コモンズは、各学校の学習の在り方を代表するも
のであるという考え方があり、「ラーニング・コモンズのリーダーシップは、1 人の個人が
担っているのではなく、チームとしての基盤なのだ。（Leadership in the learning commons
is team based rather than shouldered by a single individual.）」20)と述べている。次
に、それを具体化するには「チームは、ラーニング・コモンズの仕事を推進するためのビ
ジョン、目標、および一般的な行動計画を作成する（This team will create the vision, 




「学校長による提唱とリーダーシップは成功に貢献する（Advocacy and leadership by 
the school principal are instrumental to success.）」22)と共同学習の活性化には学校
長と学校図書館担当者のパートナーシップが不可欠であることを強調している。
さらに、そのようなラーニング・コモンズには学習と実践を結ぶ触媒の役割があると述
べており、次の 5 点 23)は注目に値する。
① 共同授業はプログラム設計の基本要素（Coteaching is a foundational element 
of program design ）
② 豊かな学習環境では、実験が期待される（Experimentation is an expectation in 
this rich learning environment.）
③ エビデンスに基づく実践または教師の研究は、ラーニング・コモンズの応答性に適
している（Evidence based Practice or Teacher Research fits with the 
responsive nature of the learning commons.）
④ ラーニング・コモンズの共同環境は、専門的な学習チームが集合的な知識を構築す
ることを奨励している（The collaborative environment of the learning commons 
encourages professional learning teams to build collective knowledge.）
⑤ 教師の大きな考え・何が機能し、なぜなのかをメタ認知するために、教育パートナ
ー向けのコラボレーションは、すべてのプロジェクトユニットの一部として設計
されている。（Teacher Big Think・to ensure metacognition of what works and 
why , a collaborative for teaching partners is designed as part of every 
project unit.）
3.3 まとめ





























                 インタビュィー属性
A B C D E
職階 副校長 学校司書 司書教諭 副校長 教頭
年齢 50 代 20 代 ３０代 ５０代 ５０代
担当 ラーニング・コモンズ 学校図書館 学校図書館 ラーニング・コモンズ ラーニング・コモンズ
所属 図書部 担任
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くまでも学校教育の範疇における活用である。“The Elementary School Learning Commons: 
A Manual”おける方向性と日本の中学校・高等学校に設置されているラーニング・コモン
ズとはその点が異なっている。日本のラーニング・コモンズは学校経営における取り組み
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